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１． 研究テーマ：  
自作ラジコンホバークラフト ４ 

２．研究者氏名： 

 

３．研究の動機： 

地面から浮くものを作りたいと考え、水陸両用で走ることができるラジコンホバークラフトを制作しようと思いました。 

４．研究概要： 

 ホバークラフトは空気の圧力を使って車体を浮かし、推進用ファンによって走行します。これらのファンはモーターに

よって駆動しラジコンで制御します。 

 

・車体 

 浮かす際に空気の貯まる空間が必要になるので、車体の下に

ビニールでスカートを取り付け、空気が貯まりやすいようにしまし

た。なるべく軽くするために車体には発泡スチロールを使いまし

た。また、電源には単四電池など軽い物を使用しました。 

 

・浮上用ファン 

 空気をスカートの空間におくるためにファンを取り付けました。 

 ファンは少しでも多く空気をおくれるように遠心ファンを使用しま

した。軽量化のため、プラスチック板を使って自作しました。 

 

・リモコン 

 ラジコンカーでよく使われるプロポセットを購入し、受信機側のアンプに

モーターを接続し、サーボによって方向舵を動かします。 

 

 

                                   自作遠心ファン→ 

５．進行状況： 

  最初はホバークラフトの原理を理解するために、試作品を製作しました。試作品では浮上用ファンに軸流ファンを

使ったのですが、ファンの強さが足りず浮かなかったので、現在作っているホバークラフトには遠心ファンを取り付

けました。 

  操作するためのリモコンを購入し、改造しました。 

  空気をためるスカートを取り付けました。 

 

６．今後の取り組み予定： 

  本体の完成 

  試運転 

  細かな調整 

 

■元となるファイルの場所 

  \\10.204.5.101\share\H26\33H-Kadai\中間報告\尚美展(中間報告)○班.doc 

※ファイルは、同じ場所に班の番号を変更して保存すること。 

このファイルは、尚美展での中間発表時に掲示する説明資料

のテンプレートです。各班で写真や図などを用いながら A4

判 1 枚で資料を作成すること。 

 

※ ファイル名の中の「尚美展（中間報告）○班.doc」の○

部分を、各班の版番号に変更して保存する。 

※ ファイルを作成したら、この赤い枠線は削除する。 

※ 少なくとも、1つ以上の写真か図を挿入する。 

※ 文字のフォントやサイズを変更しても構わないが、文書

としての統一感が損なわれないように注意する。 

※ 各項目を区切る横罫線の高さは変更してかまわないが、

下記の内容をすべて盛り込んで A4判 1枚に収める。 

 

３．研究の動機 

なぜ、このテーマを選択したのか？ このテーマに決定

した経緯などをまとめる。 

４．研究概要 

どのようなものを製作しようとしているのかを説明す

る。写真や図を用いて、他の人にも分かるように！ 

５．進行状況 

4 月からどのような取り組みをしてきたのかをまとめ

る。これまでに何をしてきたのか、現在はどこまででき

ているのか、がわかるようにすること。 

場合によっては、内容に漏れがなければ、次項の「今後

の取り組み予定」とまとめて一つの項目にしてもよい。 

６．今後の取り組み予定 

今後の予定をまとめる。あと、どれだけの作業が残って

いるのかがわかるように！ 

 


